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研究成果の概要（和文）：木簡や金石文などの出土文字資料を具体的に検討し、日本列島各

地域における漢字文化受容の実態とその特性の一端を解明した。 

 
研究成果の概要（英文）： I studied how the ancient Japanese people accepted the Chinese 
characters. 
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１．研究開始当初の背景 

木簡をはじめとした出土文字資料の新発

見によって、日本列島をふくむ古代東アジ

アにおける漢字文化の受容・展開について

の史資料は格段と増加しており、それによ

って新しい展望が開けるようになってきた

と考える。 

 中国の漢字文化が朝鮮半島や日本列島
でどのように受容され展開したかについ
て、木簡や金石文など出土文字資料の発
見によって、地域的な特性に注目しなが
ら明らかにできる条件が整いつつあると
いえよう。 
 

２．研究の目的 

研究課題は、「古代日本列島における漢字

文化受容の地域的特性の研究」であり、こ

の研究によって、中国の漢字文化が朝鮮半

島においてどのように受容され変貌したの

か、そしてその漢字文化がさらに日本列島

各地に伝わる際にどのように受容され変貌

したのか、という点に見通しをつけたい。

そして、東アジアの漢字文化が情報伝達手

段としてどのように地域や国家の間をつな

いだのかについて、各地域間の交流と国家

間の国際関係などに、基礎的で実証的な見

通しをもたらしたい。 
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３．研究の方法 

古代の東アジアにおいて、中国に起源を
もつ漢字文化が朝鮮半島を経由して日本列
島にどのように受容され展開したかについ
て、朝鮮半島における漢字文化の受容・変
容のあり方と比較しつつ、新たに発見され
た木簡や金石文などの出土文字資料を検討
し、列島各地域における漢字文化受容の実
態とその特性を解明する。 
 

４．研究成果 
2008 年度は、①各地の漢字文化関係の出

土文字資料などの資料収集に努めるととも
に、②古代中国・朝鮮の漢字文化の把握、
そして③これまでの研究整理を進めること
に重点を置いた。①では、福島県・広島県・
静岡県その他で出土文字資料の実物調査を
行い、②では、韓国国立中央博物館・台湾
中央研究院などで出土文字資料を調査し研
究交流を行った。③では、学会などでの発
表・講演において、これまでの研究を整理
する内容の報告をとりまとめ、研究の進展
を図った。研究成果の一部は、学会などで
の発表・講演のほかに、愛媛大学法文学部
『資料学の方法を探る』誌や栃木県立文書
館『栃木県立文書館研究紀要』誌に論文と
して公表した。出土文字資料など新出の史
料を用いることにより、古代の国家・貴族
だけでなく、地方豪族や地方社会による漢
字文化受容の具体相が明らかになってきつ
つあることは、列島古代の多元的な文化展
開を展望する上で有意義と考える。 
2009 年度は、①各地の漢字文化関係の出

土文字資料などの資料収集を進め、とくに
金石文の資料収集を行うとともに、②古代
中国・朝鮮における漢字文化展開の把握、
そして③研究成果のとりまとめに向けて整
理を進めることに重点を置いた。①では、
滋賀県・奈良県・兵庫県・鹿児島県その他
で出土文字資料の実物調査を行い、金石文
研究会を開いて日本古代の金石文について
の調査・検討を進め資料集成に努めた。②
では、ソウルで開催された韓国東北アジア
歴史財団主催の国際学術研究会に参加して
報告を行い、中国西域において簡牘（木簡）
出土遺跡などの調査を行い、研究交流を行
ったほか、東京で開催された国際学術座談
会で報告した。③では、学会などでの発表・
講演において、これまでの研究を整理する
内容の報告を行い、研究の進展を図った。
研究成果の一部は、学会などでの発表・講
演のほかに、『法政史学』『歴史地理教育』
や『しまねの古代文化』誌などに論文とし
て公表した。地方における漢字文化受容の
具体相が明らかになりつつあることは、列
島古代の多元的な文化展開を展望する上で

有意義と考える。 
2010 年度は、①各地の漢字文化関係の出

土文字資料などの資料収集を進めるととも
に、②金石文研究会を開催して日本古代の
金石文の調査・研究を展開して資料集成を
行い、また③中国辺境出土の簡牘（木簡）な
ど古代中国・朝鮮における漢字文化展開の
把握を進め、そして④研究成果をとりまと
めて報告書を刊行することに重点を置いた。
①では、島根県その他で出土文字資料の実
物調査を行い、②では金石文研究会を開催
して日本古代金石文に関する調査・研究を
進め、釈文検討の上にデータをしゅうせい
した。③では、韓国東北アジア歴史財団主
催の国際学術研究会に参加して報告を行っ
たほか、台湾中央研究院において中国西域
出土の簡牘（木簡）の実物調査を行い、研究
交流を行った。④では、学会などでの発表・
講演において、これまでの研究を整理する
内容の報告を行い、さらなる研究の進展を
図った。研究成果の一部は、学会などでの
発表・講演のほかに、編著書『史跡で読む
日本の歴史４ 奈良の都と地方社会』・著書
『木簡から読み解く平城京』や『武蔵野』
誌などの論文として公表した。地方におけ
る漢字文化受容の具体相が明らかになるこ
とは、列島古代の多元的な文化展開を展望
する上で有意義と考える。最後に、調査・
収集した金石文についてのデータをふくめ、
三年にわたる研究成果をとりまとめて発信
するための報告書の作成に当たった。 
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